










要約 

母乳栄養中の超未熟児におけるP欠乏を予防する目的でP補充を行ない,生後比較的早期に

おける効果を前方視的に検討した。 

その結果,10～15mg/100ml/day の P 単独補充では十分な効果が得られなかった。一方調整

粉乳を用い,混合栄養とした群では P 欠乏の程度は軽く,状態の落ち着いた時点で,比較的

早期から Ca,P,ビタミン Dのバランスよい補充が必要と考えられた。現時点では,P,Ca の単

独投与の頬雑さを考えると,調整粉乳によって混合栄養とするのがもっとも実際的であろ

う。 


